
様式第２号

１　事業所の概要

〇

２　温室効果ガスの排出状況等

2019 年度 t-CO2

t-CO2

％ 6.96 ％

t-CO2

％ 38.45 ％

t-CO2

％ 53.84 ％

t-CO2

％ 42.30 ％

３　温室効果ガスの排出抑制に関する取組

48 ％ 76 ％

55 ％

52 ％

64 ％

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第一計画期間）  第 3 年度分

事 業 者 の 名 称 ツネマツガス株式会社

事 業 所 の 名 称 ツネマツガス株式会社

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 仙台市宮城野区平成2-6-50

主 た る 事 業 ガス業

事業者の該当要件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

条例第15条第1項に該当する一般事業者

年度
目標排出量 24.0 目標原単位 0.0839

削減率 7.69 削減率

温 室 効 果 ガ ス の
削 減 目 標

基準年度 基準排出量 26.0 基準原単位 0.09018

目標年度 2022

排出量等の
増減理由

第1年度に高効率空調を導入したため削減

温 室 効 果 ガ ス の
排 出 状 況

第１年度 2020 年度
排出量 16.0

第２年度 2021 年度
排出量 12.0 排出原単位 0.04162

削減率

基本対策の実施状況

基準年度

第１年度

排出量等の
増減理由

第1年度に高効率空調を導入したため削減

第３年度 2022 年度
排出量 15.0 排出原単位 0.05203

削減率

実施状況の
説明等

コロナ対策の対応のため対策があまり進んでい
ません。

42.30 削減率

昨年度と比べ、LPGの使用量が増加。ただし目標の削減率、排出量は達
成。

53.84 削減率

排出原単位 0.0555

削減率 38.46 削減率

排出量等の
増減理由

第２年度
実施状況の
説明等

コロナ禍により、全体での・研修・教育は見送
る。

第３年度
実施状況の
説明等

ブラインドカーテンを導入し、空調不可の抑制
を図る

（一般事業所等用）



様式第２号

そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

選択対策の実施状況

項目 実施状況

外気冷房 実施済

燃費性能の良い車両の計画的導入 一部実施済

エネルギー使用量の見える化（分計による課題発見） 一部実施済

（一般事業所等用）


